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１　はじめに

久万高原町は、平成16年８月１日、１町３村

（久万町・面河村・美川村・柳谷村）が合併し、

誕生しました。面積は584km2、人口10,625人

（平成21年３月末日現在）の過疎高齢化の著し

い管内状況です。

久万高原町は、四国のほぼ中央に位置し、西

日本最高峰である石鎚山を管内に持つ標高400

～800ｍの山岳丘陵地域で、北に松山市、南に

高知県境と接し、県下でも数少ない海を持たな

い地域です。夏は冷涼多雨、冬は寒気厳しく11

月下旬から３月初旬まで降雪があり、10月下旬

に初霜を見、５月初旬に晩霜を見るという内陸

高冷地型の気候です。そのため、夏には「四国

の軽井沢」、冬は「四国の北海道」と呼ばれて

います。

主産業は林業で、久万高原町全面積の約90％

を山林が占めており、日本三大林業地として住

民のほとんどが、何らかの形で林業に関係して

います。農業は、米作・葉たばこ・茶のほか、

椎茸・トマト・高原野菜など、松山市や近畿圏

を消費地とする近郊農業が営まれています。

観光では、西日本最高峰の「石鎚山」をはじ

め、景勝地「面河渓」、「古岩屋」、「四国カルス

ト」など、夏は涼を、秋は紅葉を求め、冬はス

キーと年間を通じて観光客が訪れています。

常備消防は、１本部、１署、１支署、職員定

数45名の体制です。

非常備消防は、久万高原町消防団として平成

21年４月１日現在、１本部、４方面隊、12分団、

36部、団員定数717名（実員数695名）で構成さ

れております。

消防団員は、日頃から町民の安全・安心を守

るため地域に密着した消防団活動を行っていま

す。

２　安全装備品整備等助成を利用するに至った

経緯

先に紹介したとおり、久万高原町は町村合併

を経て誕生しました。そして旧町村の団員・消

防資機材を引き継ぎ新生久万高原町消防団が誕

生しましたが、消防団装備についてバラつきも

認められました。同じ町の消防団として、装備

に優劣があっては統一した運営に支障を来た

し、また安全装備品であればなおさらとの意見

がありました。調査の結果、12分団36部の中で

大型の照明器具は４部にしか配備が無く、また、

携帯ライトは消防車両に２～３個程度、両手が

自由になるヘッドライトは一部の個人が所有し

ている程度で、夜間の活動時には個人の機材に

依存している現状が判明しました。

そこで、消防基金の安全装備品整備等助成事

業を知り、県を経由して申請した結果、助成の

決定を受けました。早速、当町としては、安全
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装備品として夜間の訓練や現場での消火活動を

安全に行うことのできる照明器具と、個人装備

としてのヘッドライトを整備することとしました。

整備については、大型照明器具を分団毎に１

台、ヘッドライトは団員定数717名各自に支給

することを目標として３年間で整備する計画と

しました。その計画によって、平成19年度は大

型照明器具、ヘッドライトの安全装備品の申請を

行い、さらに平成20年度もヘッドライトの申請を

行った結果、消防基金からの決定を受けたので、

町は２カ年に亘り安全装備品を整備することがで

きました。これもひとえに消防基金の安全装備品

等助成事業を知ったからにほかなりません。

３　安全装備品の使用前の状況と使用後の状況

及びその効果

久万高原町管内における近年の消防団活動を

見ると、火災出動は非常に少なくなってきまし

た。反面、高齢者の行方不明に伴う捜索事例が

頻発する傾向にあります。背景には、認知症高

齢者の増加と核家族化による見守り者の減少が

あると考えられます。

夕方遅くなっても帰宅しないため、家人が捜

すも発見できず捜索願に至るケースでは、人命

優先・保護を考慮し夜間でも消防団員の出動を

求めています。

夜間の消防活動で最も心配されるのが転倒や

踏み外しなどによる公務災害の発生です。しか

し、町が装備した大型照明器具やヘッドライト

整列（ヘッドライトを装着）
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の性能は高く、消防団員の安全な活動とけが人

の早期発見に役立つことになりました。

因みに、大型照明器具やヘッドライトを整備

したことにより現在まで負傷したものは出てき

ていません。

４　今後に向けての取り組み

２カ年度に亘る安全装備品を整備する継続事

業で、安全装備品の照明器具であるヘッドライ

トについては消防団員の70%に相当する494名に

配備することができました。

今後、平成21年度以降についても当初の計画

に基づき、ヘッドライトについても残り200個余

りの整備と、好評であった大型照明器具を部毎

に整備できるよう基金への要望とともに自主財

源を確保し、安全装備品の充実を図り、消防団

員の公務災害の防止を図りたいと考えています。

訓練会場での消防ポンプの説明




